
平成20年度選定

質の高い大学教育推進プログラム(教育GP)
関西外国語大学短期大学部

取組の概要と成果
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『ファーストステージで
学びの進化をカタチに』



アウトライン

① 概要

② K.G.C.ベーシックス

③ ＩＣＴ利用の英語授業外学習システムの開発と運用

④ 全学生留学制度
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M + V + P = A
Ｍ Mission 使命

Ｖ Vision  ビジョン・見通す力

Ｐ Passion 情熱
↓

Ａ Action     実行
３



中・長期ビジョン「関西外大ルネサンス２００９」
取り組みの長期ビジョン「関西外大ルネサンス２００ｔと０９」
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・国際社会に貢献する豊かな教養を備えた人材の育成
・公正な世界観に基づき、時代と社会の要請に応えていく実学

建学の理念

人材養成目的

英語を中心とした言語運用能力の向上を図るとともに、日
本と世界のなかで交流するときに求められる人間力と教養を
高め、実践的な職業人又は 国内外の学士課程教育でより高
度な専門性や教養を考究できる人材の育成 (学則第2章第2条)

プロジェクトの目的

①短期大学部の教育力の向上
②学力と基礎的人間力を備えた学生を社会に送り出す



中・長期ビジョン「関西外大ルネサンス２００９」

○国際通用力を保障する言語教育の実践拠点

○高度な専門職業人養成のアプローチ

○国際人にふさわしい人間力の涵養と全人教育
の推進

○「キャンパスは“ちきゅう”」～まなびのフィールド
を広げ、深める

○地域はパートナー ～ 「グローカリズム」の実践

○大学力の強化と充実 ～ 力強い未来のために

外大ビジョン・６つの柱 キャンパスは“ちきゅう”
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短期大学部の今後の方向性

・ファースト･ステージとしての
教育の充実

・社会人の受け入れ拡大

短大を取り巻く厳しい状況
・少子化の進行

・４年制志向の増加

・他大学との競争

・高等教育のファースト・
ステージ

・コミュニテイ・カレッジ

教養教育・生涯教育

短大のすばらしい特徴
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全体構想図

IESプログラム

三コース制 -2008新カリキュラム-

ICT活用「英語・学外履修」システム

①Web Listening&Reading Online -本学独自システム

ホスピタリティ

・プラクティス

コース

航空・ホテル

ビジネス

・キャリア

コース

貿易・銀行

希望者全員留学制
-2008新設-

留学準備

教育

希望者全員

留学

英検２級以上、ＴＯＥＦＬスコア100点アップ、

ＴＯＩＥＣスコア200点アップ

基礎的人間力・ジュネリックスキル

卒業

①Ｋ.Ｇ.Ｃ.ベーシックス＋②希望者全員留学＋③ＩＣＴ活用「英語・学外履修」システム

ファーストステージで学びの進化をカタチに

全学生の

卒業までの

セカンドステージ

進学 約40％
(学部編入学、外国大学入学等)

就職等 約60％
（航空、ホテル、商社、製造業、家事手伝等）

実施委員会
-学長を委員長に全学体制-

外部評価委員会関西外短生にふさわしい

○学力

○社会人の基礎力

をどう身につけるか

問題意識

学長はじめ

短大専任教員

全員出動

50カ国・333大学と

提携の関西外大

留学ネットワーク

をフル活用

３

２
基盤

アカデミック

・プレップ

コース

進学など

語学系＋教養系＋資格系の各科目

IES；Intensive English Studies

Ｋ.Ｇ.Ｃ.ベーシックス
-2008新設-

①学びの知識・方法

②マナー・コミュニケーショ

ン能力

１

7



平成20年度選定 質の高い大学教育推進プログラム 関西外国語大学短期大学部

『ファーストステージで学びの進化をカタチに』
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人 権 意 識
他人の立場を大切に

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力
社会常識・マナー

学び方を学ぶ
図書館利用者増加
図書貸出人数 ・冊数
(成果例)共に約1.5倍

自己分析 将来を考える

一 般 教 養

基礎的人間力向上

ニ年次教育へ

[取組のねらい]
短期大学の教育をファーストステージとし、学生が自身の適性を把握し、次のステップに繋ぐため、 ジェネリックスキルを
身につけ、基礎的人間力の向上を図る。

[取組の概要と成果] ・・・取組の3本柱
１．Ｋ.Ｇ.Ｃ.ベーシックス 卒業後の多様な進路を視野に入れた初年次教育と位置付け、学習への動機づけを強化し、社

会人として 基本的な素養と知識を備え、規律を守り自発的に行動できる取組。
２．ＩＣＴ利用授業外英語学習システム 単位の実質化を図るため、学生自身が授業外に自主学習を進めやすくするツー

ルとして、ＩＣＴを利用した授業外学習システムの開発と運用。
３．全学生留学制度 学生の留学ニーズに応えると共に学生の英語力レベルアップと国際理解の深化を目的として、

本学の５０か国・地域３３３単位互換提携大学のグローバル・ネットワークを基盤に実施。

Ｋ.Ｇ.Ｃ.ベーシックス

初 年 次 教 育

★短大生は、２年間の在学期間という制約があり、短大生の多数は学部
に編入学した後、長期留学をしている。こうした点を考慮し、５週間と
10～15週間のプログラムを組み、短大生が留学しやすい環境を整備。

★留学先での授業料を本学が負担して、極力、学生の経済的負担の軽
減を図る。

希望者全員留学制度

ICT利用授業外英語学習システム

取組後 (成果例) 65名から209名に増加

モバイルアカデミー英文法
携帯電話に毎日配信…いつでも、どこでも無理なく
学習⇒TOEIC形式の文法問題を解答し文法力と語
彙力アップをねらう

Listening & Reading Online
・Cambridge,Oxfordなどの多読用ライブラリーのテ
キストと音声ファイルをWeb上にアップロード
・自分の好きなジャンル、適したレベルを選択
・音声、テキスト、音声とテキストの同時再生選択
・教員はパソコンで学生の進捗状況を確認できる

・

(成果例)ＣＤＡを通じキャリア教育の充実
CDA(Career Development Advisor)

(成果例) 教育GP ・TOEICスコアの変化GPグループ

1年目372点⇒447点<75点> UP
☆上位者20名比較4０３点⇒ 499点<96点> UP

2年目387点⇒514点<1２７点> UP

3年目374点⇒466点<92点> UP       8



初年次教育
＜背景＞大学全入時代の到来→多様な学生が入学

＜課題＞◆学力の向上

◆将来の社会人としての基本的な素養と知識の備え

＜目的＞ジェネリック・スキルを身につける ⇒ 「基礎的人間力」の向上
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① K.G.C.ベーシックス(1)

人 権 意 識
他人の立場を大切に基礎的人間力向上

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力
社会常識・マナー

学び方を学ぶ
国語表現・リポート作成

自己分析 将来を考える

一 般 教 養
日本と世界の知識

初 年 次 教 育

ジェネリック・スキル

ニ年次教育へ

新カリキュラムの目玉K.G.C.ベーシックス

9さらに出口保証

短大生活の充実
卒業後の成長発展

社会人基礎教育



平成22年度「ＫＧＣベーシックス
Ａ」授業計画 Ｇ１（Ａ１～Ｇ１）

回 月・日 授業内容 備考

1 4・13 オリエンテーション・自己紹介・授業の受け方 全クラス合同

2 4・20 Ｇ１
今の自分を知り、学ぶ意味・目的を考える（グルー
プワーク１）

クラス単位の授業（ＣＤＡとの協同授業）

3 4・27 Ｇ１ 図書館の利用 クラス単位の授業

4 5・11 Ｇ１
自分の特性を知る～自分の強みを文章化する大
切さを学ぶ～
（グループワーク２）

クラス単位の授業（ＣＤＡとの協同授業）

5 5・18 Ｇ１ 人間関係づくり（１） クラス単位の授業

6 5・25 Ｇ１ 人間関係づくり（２） クラス単位の授業

7 6・1 Ｇ１ 各クラスで実施（内容は先生方により異なる） クラス単位の授業

8 6・8 Ｇ１
職業興味を知り、近づくための準備をする
～大学で何を学ぶかを考える～（グループワーク
３）

クラス単位の授業（ＣＤＡとの協同授業）

9 6・15 Ｇ１ レポートの書き方（１） クラス単位の授業

10 6・22 Ｇ１
学生時代の目標を決め、行動計画を立てる
（グループワーク４）

クラス単位の授業（ＣＤＡとの協同授業）

11 6・29 Ｇ１ レポートの書き方（２） クラス単位の授業

12 7・6 ２年生の就職活動報告と夏休みの過ごし方 合同授業（講堂）：全クラス合同

13 7・13 礼儀とマナー 合同授業（講堂）：全クラス合同

14 7・20 Ｇ１ 春学期のまとめ クラス単位の授業

平成22年度「ＫＧＣベーシックスＢ｣授業
計画 Ｇ１（Ａ１～Ｇ１）

回
月・
日

授業内容 備考

1 9・28 Ｇ１ 2学期の目標について ｸﾗｽ単位の授業

2 10・5 （予定）人権問題について ｸﾗｽ単位の授業：全ｸﾗｽ（予定）

3
10・
12

Ｇ１
行動計画の振り返り・PDCAサイクルの継続・改善
（グループワーク５）

ｸﾗｽ単位の授業（ＣＤＡとの協同授業）

4
10・
19

Ｇ１ 異文化理解（１） 合同授業（講堂）：A1～G2

5
10・
26 

Ｇ１ 異文化理解（２） ｸﾗｽ単位の授業

6 11・2 Ｇ１
キャリアデザインシートの作成～まとめ第一弾～
（グループワーク６）

ｸﾗｽ単位の授業（ＣＤＡとの協同授業）

7 11・9 Ｇ１ プレゼンテーションの仕方（１） ｸﾗｽ単位の授業

8
11・
16 

Ｇ１ プレゼンテーションの仕方（2） ｸﾗｽ単位の授業

9
11・
30

Ｇ１ チームプレゼーテーション（１） ｸﾗｽ単位の授業

10 12・7 Ｇ１ チームプレゼーテーション（２） ｸﾗｽ単位の授業

11
12・
14

Ｇ１
ｷｬﾘｱの意味と内容を知る～まとめ第二弾～ （グ
ループワーク７）

ｸﾗｽ単位の授業（ＣＤＡとの協同授業）

12
12・
21

Ｇ１ チームプレゼーテーション（３） ｸﾗｽ単位の授業

13 1・11 Ｇ１ 一般常識 ｸﾗｽ単位の授業

14 1・18 Ｇ１ 秋学期まとめ ｸﾗｽ単位の授業
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「図書館利用法の指導及びその効果」(実践例１)

[目標]知りたいことを調べ、生かす

⇒きっかけづくり・良い印象

[指導内容・方法] 年々 工夫改善

利用方法の理解度 73%⇒82%⇒85%(向上)
(平成19年)          (平成20年)            (平成21年)

①貸出冊数 9,440冊⇒12,935冊⇒14,347冊
②一人当たり冊数 4.12冊⇒ 5.23冊⇒ 5.49冊
＊③貸出人数も増加 9,001人⇒ 9,510人

※参考(学部) ①貸出冊数 61,618冊⇒59,762冊⇒56,099冊
② 一人当たり冊数 8.12冊⇒ 7.91冊⇒ 7.41冊
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人間力を培うための「一般教養」 (実践例２)

短期大学部「文章表現法」の講義について

12

日本語の運用技術の習得だけではない
将来の生きる力を培う

論理的な文(レポート・小論文)
待遇表現(良い人間関係を築く力)

目標

社会力・人間力・人権感覚を培う

他の講義と連携
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「クラスの活力をどう育てるか」 (実践例３)

クラスの組織化・行動化の過程

○ふれあいを大切”にする教育姿勢
○学生生活をより豊かで楽しいものに(様々な企画)

より良い受講姿勢
(聴き方・ノートの取り方)

大学祭参加

勉学skillの向上

素敵な仲間作り
ゲーム

リーダー作り
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K.G.C.ベーシックスの授業光景
CDAの指導によるグループワーク(進路選択への意識とスキル)
＊CDA：carrier development adviser(キャリア教育の充実に寄与)
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ＩＣＴ利用の英語授業外学習
システムの開発と運用

モバイルアカデミー Listening & Reading Online

① Eラーニングメンバーとしてオンラインでの学習
② 各種プログラムに参加

・携帯電話による学習サービス

・レベルに合った学習コンテンツを配信。

・配信コンテンツ：

英単語、TOEIC対策、漢字

Oxford, Cengage, Pearsonなどの

多読用ライブラリーのテキストと音声を

Web上にアップロード。好きなジャンル、

適したレベルを選択し、学習する。

15



■2010年度 Eラーニングメンバー プログラム
セミナー及びアドバイザー業務

セ
ミ
ナ
ー

【1年目】
・セミナー参加者

[ヒロ前田］

学習法（9/17・18) １１３名
直前対策（11/28) ３８名
［学習アドバイザー］

夏期集中セミナー ５３名

【2年目】
・セミナー参加者

[ヒロ前田］

学習法（9/15・16) １５７名
直前対策（11/27)  ４０名
［学習アドバイザー］

夏期集中セミナー（2回） ２６名
短期セミナー（9回） １２８名

セミナー参加人数推移
２０４名⇒３５１名

（1年目） （２年目）
２年間で
５５５名参加（延べ）

学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

【1年目】 58日（1日6時間）
・学習アドバイザー業務
相談人数（延べ） １２９名
個別指導回数 ２３回

【2年目】 53日（1日6時間）
・学習アドバイザー業務
相談人数（延べ）８５名
個別指導回数 ２０回

・短期セミナー実施（9回）

１２８名

２年間で
全体の５０％が
・アドバイザー
・短期セミナー等の
学習相談やイベントに
参加
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■２０１０年度 Eラーニングメンバー TOEIC（１年間） スコア 分析

セミナー

初回スコア 平均 ３７４点

ベストスコア 平均４６６点
（平均 ９２点UP）

条件（対象：７３名）

①2010年の5又は6月に受験

②比較対象は、2010年の2回目受験スコアの最高スコアを比較
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■２００９年度 Eラーニングメンバー TOEIC（２年間） スコア 分析

セミナー

初回スコア 平均 ３８７点

ベストスコア 平均５１４点
（平均 １２７点UP）

昨年の１年間は、75点up

条件（対象：３５名）

①2009,2010年に隔年に受験

②09年度の初回と、10年度の最高スコア比較
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■２００９年度 Eラーニングメンバー プログラム TOEIC スコア伸び率（２年間） TOP１０

順位 名前 学年 初回スコア ベストスコア 差異

１ A 09年度生 ３００ ６０５ ３０５

２ B 09年度生 ３８５ ６７０ ２８５

３ C 09年度生 ３５０ ５８５ ２３５

４ D 09年度生 ２４０ ４６５ ２２５

５ E 09年度生 ３６０ ５０５ ２２０

６ F 09年度生 ３６０ ５７５ ２１５

７ G 09年度生 ３７０ ５６５ １９５

８ H 09年度生 ３７５ ５２０ １８５

９ I 09年度生 ３９５ ５７５ １８０

１０ J 09年度生 ３２５ ４９０ １６５
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■２０１０年度 Eラーニングメンバー プログラム TOEIC スコア伸び率（１年間） TOP１０

順位 名前 学年 初回スコア ベストスコア 差異

１ A 10年度生 ２００ ４５５ ２５５

２ B 10年度生 ３８５ ６３０ ２４５

２ C 10年度生 ３８５ ６３０ ２４５

４ D 10年度生 ４５５ ６６０ ２０５

５ E 10年度生 ３９５ ５９０ １９５

６ F 10年度生 ３６０ ５４５ １８５

７ G 10年度生 ２６０ ４４５ １８５

８ H 10年度生 ３００ ４８０ １８０

９ I 10年度生 ３４０ ５０５ １６５

９ J 10年度生 ３８０ ５４５ １６５
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■上位２０名スコア分析(2009年度Eラニングメンバー）

セミナー上位２０名スコア分析

平均スコア １７４点UP

分析結果
■携帯電話学習状況 ：３３０問（平均２７０問：１年間）
■セミナー参加平均：３回（平均２回）
■上位３名は、学習アドバイザーを３回以上利用し、

個別指導や、学習アドバイスを有効に活用
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■上位２０名スコア分析(20１0年度Eラニングメンバー）

セミナー上位２０名スコア分析

平均スコア １７１点UP

分析結果
■携帯電話学習状況 ：２４１問（平均１６４問：１年間）
①200⇒455（２５５点UP）

ヒロ前田のセミナー受講後、毎週行なわれるクラスに参加 （携帯441問)
②385⇒630（２４５点UP）

学習アドバイザーと携帯電話学習をうまく活用(携帯609問）
③340⇒505
１６５点UP：セミナーに４回参加、学習アドバイス３回（携帯900問）
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